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【生育】秋田は、「籾数不足が大いに懸念される圃場が多い」

7月4日時点で既に多くの圃場が中干しを実施しているが、回復傾向にあった茎数が再び平年を下回っており、県は

「有効茎数の不足から㎡当たり籾数不足が大いに懸念される圃場が多い」としている。なお、幼穂形成期など今後の
生育は高温の影響から早まる見通しだ。

【生育】佐賀は、高温・多照で進度かなり早い

7年産米生育状況（全米販調べ）

6月中旬から平年を大きく上回る気温・日照時間が続き、7月
に入ってからも気温は＋4.8℃、日照時間も＋190％という状
況。
葉齢展開から見るに7月9日現在の生育は大きく早まり、そ
れに伴い、茎数も平年を大きく上回っている状況。

台風発生数：平年よりやや少ない23個前後
2025年の台風発生数は、23個程度の予想。6月以降
の発生数は平年並、5月までの発生数が0個のため、
年間発生数は平年の25.1個よりやや少なくなりそう
です。そのうち日本へ接近する台風は平年並の11個
程度になるとみています。

7年産主食用米は＋56万ｔの735万ｔに拡大＝大臣会見

小泉農相は、7月15日の閣議後定例会見で、7年産主食用
米が前年比＋56万ｔの735万ｔとなる見通しを示した。6月末時
点の作付意向に基づくもので、直近の4月時点（＋40万ｔの719
万ｔ）よりも16万ｔの上積みとなる。
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